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【社会福祉事業】    

 

１．地域福祉事業の推進 

 

(1) ふれあいまちづくり事業 

「地域共生社会」の実現に向け、希薄化する地域のコミュニティを再生・活性化するため、

地域でのサロン活動等に活動資金の助成を行った。 

団 体 数：３４団体   助成総額：１，３５１，５００円 

活動内容：茶話会、健康体操教室、グラウンドゴルフ、認知症カフェ、こども食堂等 

※助成団体の詳細は、別表「平成 30年度 ふれあいまちづくり事業 助成団体一覧」 

（p.20）を参照。 

 

２．老人福祉事業の推進 

 

(1) ひとり暮らし老人の会食サービス事業 

民生委員児童委員・調理ボランティアの協力のもと、市内７０歳以上のひとり暮らし老

人の食生活を補うことで、健康増進と安否の確認及び交流を楽しむ場の提供と孤独感の緩

和を図ることを目的に会食型サービスを行った。 

 

  実  績：６月～２月(８月除く)  ８回、 延利用者数 ５３４名（平均 ６７名利用） 

  会  場：多賀城市中央公民館(文化センター) 第３･第４会議室 

       八幡保育所（６月）  

  利用登録：１０２名 

  職員体制：４名 

  協 力 者：管理栄養士ボランティア １名（献立作成・調理指導） 

       調理ボランティア    ２４名（調理） 

       民生委員･児童委員   ４８名（送迎、乗降補助、湯茶接待、相談）  

  事業内容：給食(昼食の提供)、生活事故防止講話（高齢者交通事故防止講話） 

健康講話（季節による健康管理）、食中毒予防講話、世代交流活動 

（保育園児との交流） 等 

 利用登録者 延利用者 協力者数 実施回数 

平成 2９年度 １１７ ６２８ ２０９ ９ 

平成 30年度 １０２ ５３４ １５７ ８ 

増 減 △１５ △９４ △５２ △１ 

 



3 

３．ボランティア啓発事業の推進 

(1) 介護支援ボランティア活動ポイント事業 

1) 登録者を対象とするボランティア講習会の開催（１２回開催）   

対象者：２４名（H30年度対象者 22 名、H29 年度未受講者 2名） 

受講者：２２名  

2) 活動ポイントの管理・転換業務を行った。  

ポイント転換交付・振込件数・・・４１件（活動者４８名）  

３) ボランティア活動者の交流会を実施し、情報交換を行った。（年２回） 

(2) ボランティア登録に関する整備を行い、対象者の把握に努めた。 

    １３団体  ４６２名 

 

４．福祉教育普及の推進 

(1) 学校へ車椅子体験学習の進め方等についての助言及び車いす・白杖の貸出を行った。 

山王小・東小・城南小・多賀城小・八幡小 

   車椅子：延３９台、 白杖：延７５本 

(2) 車椅子操作説明･車いす体験、目隠し歩行及び白杖歩行体験などキャップハンディ体験

をとおし、要援護者への支援に関する学習を行った。 

多賀城市ボランティア連絡会研修会、高橋東一区サロン「笑学交１年３組」 

 

５．福祉機器貸出事業 

車椅子の無料貸出   

保有台数：１２台 （普通タイプ１１台、足こぎタイプ１台） 

  貸出状況：利用申請 ４１件、 延６８台貸出（普通タイプ） 

 

６．相談事業の推進  

 

(1) 心配ごと相談所の開設・・・相談員(民生委員)により実施した。 

   相談日 毎週月曜日    年間４３日   相談件数８件 

 

 

 

 

 

※民生委員の協力のもと実施されてきた心配ごと相談所事業は、相談件数の減少から、平成

３０年度で廃止とし、一般的相談受付としての心配ごと相談事業として法人事務局で引き

継ぐこととした。 

 開催日数 相談件数 

平成２９年度 ４６ １９ 

平成３０年度 ４３ ８ 

 △３ △１１ 
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(2) 人権相談所の開設・・・・相談員(人権擁護委員)により実施した。  

   相談日 毎月第２月曜日  年間１２日   相談件数  ０件 

       特設相談     年間 ２日   相談件数  ４件 

 

 

 

 

 

 

７．生活支援事業の推進       

 

(1) 福祉サービス利用援助受託事業（まもりーぶ）  

認知症や知的障害・精神障害等があることにより、日常生活を営むうえで必要な福祉サー

ビスの選択や、金銭管理・支払いなどが本人のみでの判断では支障をきたす方を対象に、生

活支援員が日常生活支援を行った。（対象：宮城県社会福祉協議会と利用契約を締結した多賀

城市在住の方） 

   対 象 者：８名（平成３１年３月３１日現在） 

（認知症：５名、知的障害：０名、精神障害：２名、その他：１名） 

支援回数：延 １７１回 

 職員体制：生活支援員 ６名、 専門員（宮城県社協） １名 

 対象者 延利用回数 

平成 2９年度 １１ ２７５ 

平成３０年度 ８ １７１ 

増 減 △３ △１０４ 

 

(2) 在宅歩行困難者に係る移動支援受託事業を行った。 

実  績：車両(リフト付)１台、 年間 延７０回利用 

対 象 者：市内に居住し、医療機関や在宅福祉サービスの利用時、一般交通機関での移 

動が困難な方（市で利用登録された方） 

  利用登録：２０名 （実利用者 ６名） 

  職員体制：運転手（介助員）２名 

  事業内容：利用登録者の居宅から福祉車両までの介助、移送中の見守り、福祉車両から

医療機関・福祉施設までの介助。福祉車両はリフトによる乗降で、車椅子・

ストレッチャー使用のままで目的地までの移動支援 

 利用登録者 実利用者 延利用回数 

平成 2９年度 ４５ ７ ７３ 

平成３０年度 ２０ ６ ７０ 

増 減 △２５ △１ △３ 

 開催日数 相談件数 

平成２９年度 １４ ３ 

平成３０年度 １４ ４ 

 ０ １ 
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       ※ 利用登録者 H３１年１月加除整理する（平成３０年度最終登録番号 251 番） 

なお、多賀城市から受託していた当該事業は、平成３０年度をもって事業廃止となった。 

 

 (3) 福祉資金の貸付相談状況 

 

【生活福祉資金】 

１）職員体制：総務課/ 生活福祉資金貸付相談員 ２名 

２）相談件数 

１１１件（ 貸付に関する相談：８５件、償還に関する相談：２６件 ） 

① 貸付に関する相談受付：８５件 

  ・貸付件数： ２件  ・貸付額 ９９２，３１８円 

（内訳） 

   総合支援資金 ・・・・・・・・ １件   ４９２，３１８円 

   教育支援資金・・・・・・・・・ １件   ５００，０００円 

  ・不承認 ： ０件 ・取下げ ： ０件 

  ・県社協への貸付申請提出に至らなかった件数：８３件 

  （内訳） 

世帯の収入基準により貸付対象とならなかった件数 ・・・・・・ ５件 

貸付要件に合致しないため貸付対象とならなかった件数 ・・・ １７件 

償還の見込みが立てられず貸付対象とならなかった件数 ・・・・ ５件 

相談継続 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４６件 

市町村社協や民生委員等の継続支援の拒否で相談終了の件数 ・・ ２件 

その他（収支見直し、助言機会なしを含む上記以外） ・・・・・ ８件 

② 償還に関する相談受付：２６件 

（内訳） 

資金名 件数 

緊急小口資金（特例貸付含む） ２２件 

福祉資金 ０件 

総合支援資金 ０件 

生活復興支援資金 １件 

教育支援資金 ２件 

不動産担保型生活資金 ０件 

不動産担保型生活資金（要保護） １件 

臨時特例つなぎ資金 ０件 

（相談内容） 

償還金額変更、繰上償還、書類作成指導等 
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【生活安定資金・高額療養費】  

１）高額療養費    貸付件数 ０件  

２）生活安定資金   貸付件数 ２件  貸付額 ８０,０００円 

 高額療養費 生活安定資金 

 件数 金 額 件数 金 額 

平成２９年度 ０ 0 ２ １００，０００ 

平成３０年度 ０ ０ ２ ８０，０００ 

増 減 ０ ０ ０ △２０，０００ 

３）償還金滞納に対する基本方針及び督促手順書を定め、長期滞納債権の債権回収に努めた。 

 償還件数 延２２件  償還済額 ２０１，０００円 

４）長期滞納債権の不納欠損処分の実施 

  不納欠損処分事務処理基準を制定し、昭和 49 年から累積する、消滅時効期間１０年を

経過し回収の見込みのない長期滞納債権を不納欠損処分した。 

  処分件数 ９８件  処分額 ３，４５０，３８０円 

※10 年は経過していないが、借受人、連帯保証人共に所在不明又は死亡の２件含む。 

 

８．福祉団体への助成及び事業支援 

 

(1) 福祉団体への助成を行うとともに事業支援を行った。 

① 6.4  市老連シニアスポーツ大会ペタンク競技(中央公園多目的広場)) ・・・・・・６９名参加 

② 6.21 市老連シニアスポーツ大会グラウンドゴルフ競技(中央公園多目的広場)・・２０３名参加 

③ 7.19 市老連シニアスポーツ大会(多賀城市総合体育館)・・・・・・・・・・・・５００名参加 

④ 10.4  市老連シニア演芸まつり(文化センター大ホール) ・・・・・・・・・・・・５５０名参加 

⑤ 11. 7  第６4 回宮城県社会福祉大会(宮城野区 仙台サンプラザ)・・・・・・・・・・７名参加 

⑥ 12.15 平成３０度民生委員・児童委員現任研修会(キャッスルプラザ多賀城)・・・・82 名参加 

⑦ 31. 2. 3  手をつなぐ育成会新年を祝う会(小野屋ホテル) ・・・・・・・・・・・・４０名参加 

 

(2) 福祉団体への運営協力(事務局設置)を行った。（平成 31 年３月 31 日現在） 

1）多賀城市民生委員・児童委員協議会    会員数      ８８名 

2）多賀城市老人クラブ連合会        会員数   ８４１名 

3）多賀城市身体障害者福祉協会       会員数      ７７名 

4）多賀城市遺族会             会員数      ９４名 

5）多賀城市ボランティア連絡会       会員数       ３９名 

6）多賀城市母子福祉連合会         会員数       ４３名 

7）多賀城市手をつなぐ育成会        会員数       ７６名 

8）多賀城市人権擁護委員          会員数         7名  
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９．多賀城市共同募金委員会による事務事業の実施  

 

(1) 多賀城市共同募金委員会の事務局を担い、共同募金奉仕員・民生委員の協力を得

ながら、赤い羽根共同募金運動及び歳末たすけあい募金運動を実施した。 

 

１）赤い羽根共同募金    募金額 ６，８５７，２９４円 

２）歳末たすけあい募金   募金額 ４，０９９，９３３円 

 赤い羽根共同募金 歳末たすけあい募金 

平成２９年度 ６，９６５，４６５ ４，０８３，５６０ 

平成３０年度 ６，８５７，２９４ ４，０９９，９３３ 

増 減 △１０８，１７１ １６，３７３ 

 

(2) 宮城県共同募金会による配分金事業の広報及び事務受付窓口となり、地域の福祉

の向上に寄与した。 

１）共同募金配分金事業（平成 30 年度事業）による自治会への助成配分 

テント配分支援事業：東田中南自治会、桜木中区、市川区、高橋東二区町内会、 

伝上山親和会、志引町内会、留ヶ谷区、新田一区、南宮自治会 

備品購入（大型冷蔵庫）事業：いちご保育園 

２）「住民力・地域力・福祉力を高める支援事業（平成 30年度事業）」による地域活動への

助成配分 

  助成先：認知症カフェなかっざいカフェ、高橋南区町内会、下馬東自治会、八幡上二区

町内会 

３）NHK 歳末たすけあい募金 

事業費配分先：つめ草保育園（ひな祭りの実施） 

 

１０．歳末たすけあい配分により生活困窮世帯へ配布した。  

   配分件数 ３５６世帯・５施設 

   配分金額 ３，９６７，９０９円 配分経費 １３２，０２４円 残余金 ０円 

合計 ４，０９９，９３３円 （前年残余金 ０円） 

 配分世帯 配分施設 配分金額 

平成２9 年度 ４３０ ３ ４，０８８，９７６ 

平成 30 年度 ３５６ ５ ３，９６７，９０９ 

増 減 △７４ ２ △１２１，０６７ 

 

１１．広報活動の推進 

(1)「社協だより№６０」を１０月に、「社協だより№６１」を４月に発行、社会福祉協議会

事業活動の啓発に努めた。（発行部数 各２７，０００部） 
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(2) 市広報紙「たがじょう」に関連記事を掲載した。 

(3) 社協会費納入に際しチラシを発行した。 

(4) ホームページによる事業案内･紹介を行った。 

 

１２．「平成３０年７月豪雨」災害に対する支援活動を行った。 

(1) 東日本大震災時に支援を受けた岡山県内の各社協の状況を確認するとともに、物

資を必要とした各社協へ支援物資の提供を行った。 

 総社市社協・高梁市社協へそれぞれ 

   スコップ１０本、デッキブラシ５本、土のう袋１，０００枚 

 岡山県社協へ 

   スポーツドリンク(500ml×24本)×50ケース  １，２００本 

(２) 全国社会福祉協議会が策定する大規模災害時の基本方針に基づく、宮城県内からの応援

派遣職員として１名派遣し、災害ボランティアセンターの運営支援を行った。 

派遣場所：東広島市社協 

 派遣期間：平成 30 年７月２９日から８月３日まで 

 

１３．社協組織体制の強化推進   

 

(１) 法人統治機構や関係機関の円滑な運営に努めた。 

１）正副会長会議  （場所：多賀城市社会福祉センター） 

開催回 年 月 日 内  容 

第１回 

 

 

第 2 回 

 

 

第 3 回 

 

 

第 4 回 

平成 30年 5月 15 日 

 

 

１０月９日 

 

 

１２月６日 

 

 

平成 31年 2月 21 日 

(議題) 

① 平成 30年度第１回理事会提出議案について 

 

(議題) 

① 平成 30年度第２回理事会提出議案について 

 

(議題) 

① 平成３０年度歳末たすけあい配分委員会の開催に

ついて 

(議題) 

① 平成 30年度第３回理事会提出議案について 
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２）理事会  （場所：多賀城市社会福祉センター） 

開催回 年 月 日 内  容 

第 1 回 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 回 

 

 

 

 

 

第 3 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 5月 24 日 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 25日 

 

 

 

 

 

平成 31年 3月 7 日 

(議案) 

① 平成２９年度多賀城市社会福祉協議会事業報告並

びに決算報告について ‐監事監査報告‐ 

② 平成３０年度多賀城市社会福祉協議会補正予算

（第 1号）(案)について 

③ 多賀城市社会福祉協議会例規の整備について 

④ 平成 30年度第 1 回評議員会の開催について 

 

(報告事項) 

① 平成 30年度上半期事業進捗状況報告について 

(議案) 

① 社会福祉法人多賀城市社会福祉協議会職員給与 

規程の改正について 

 

(報告事項) 

平成 30年度下半期事業進捗状況報告について 

(議題) 

① 社会福祉法人多賀城市社会福祉協議会定款の変更

について 

② 社会福祉法人多賀城市社会福祉協議会組織規程等

の改正について 

③ 社会福祉法人多賀城市社会福祉協議会職員就業規

則の改正について 

④ 生活安定資金貸付事業における不納欠損処分等に

ついて 

⑤ 平成３０年度収入支出補正予算(第２号)（案）につ

いて 

⑥ 平成３１年度事業計画（案）並びに収入支出予算

（案）について 

⑦ 平成３０年度第２回評議員会の開催について 

３）評議員会  （場所：多賀城市社会福祉センター） 

開催回 年 月 日 内  容 

第１回 

 

 

 

 

平成 30年 6月 8 日 

 

 

 

 

(報告事項) 

① 多賀城市社会福祉協議会規程等の整備について 

(議題) 

① 平成２９年度多賀城市社会福祉協議会事業報告 

並びに収入支出決算報告について 
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第２回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31 年 3 月 20 日 

 

 

 

 

 

 

 

② 平成３０年度多賀城市社会福祉協議会補正予算 

(第 1号) (案)について 

 

(報告事項) 

① 平成 30年度下半期事業進捗状況報告について 

② 社会福祉法人多賀城市社会福祉協議会組織規程等

の改正について 

③社会福祉法人多賀城市社会福祉協議会職員就業規

則の改正について 

(議案) 

① 社会福祉法人多賀城市社会福祉協議会定款の変更

について 

② 生活安定資金貸付事業における不納欠損処分等に

ついて 

③ 平成３０年度収入支出補正予算（第２号）(案)に 

ついて 

④ 平成３１年度事業計画（案）並びに収入支出予算

（案）について 

 

 ４）歳末たすけあい配分委員会 

年 月 日 内  容 

平成 30年 12月 13日 (議案) 

平成 30年度歳末たすけあい配分について 

５）福祉員会議  （場所：市役所６階会議室） 

年 月 日 内  容 

平成 30年 6月 20 日 ① 平成２９年度多賀城市社会福祉協議会事業報告並びに決算

報告について 

② 平成３０年度多賀城市社会福祉協議会事業計画について 

③ 平成３０年度ふれあいまちづくり事業の実施内容について 

④ 平成３０年度多賀城市社会福祉協議会会費のお願いについ 

 て 

 

(2) 監査により法人経営の適正化を図った。 

１）社協監事監査   

日 時：平成３０年５月１１日 

   場 所：多賀城市社会福祉センター 

  内 容：平成２９年度に係る計算書類及び事業報告等の監査 
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２）会計指導監査   

  日 時：平成３０年５月９日、9 月１１日、１２月１８日、平成 3１年２月２８日 

  場 所：多賀城市社会福祉センター 

   内 容：公認会計士による訪問会計指導監査（財務、会計処理について等） 

(3) 内部規程の整備や研修等により労務管理及び人事管理の改善に努め、事務事業の

適正かつ効果的な実施を図った。 

(4) 自主財源の確保により、安定した組織運営に努めた。   

一般会員、特別賛助会員（個人・法人）の加入促進を、福祉員・民生委員児童委員の協力

を得ながら行った。 

１）一 般 会 費   ７，５４４，９５０円 

２）特別賛助会費  ２，１４０，０００円 （１９８件、２１４口） 

      合 計   ９，６８４，９５０円 

 一般会費 特別会費 合  計 

平成 29 年度 ７，６１０，７００ ２，２２０，０００ ９，８３０，７００ 

平成 30 年度 ７，５４４，９５０ ２，１４０，０００ ９，６８４，９５０ 

増 減 △６５，７５０ △８０，０００ △１４６，７５０ 

 

１４．多賀城市社会福祉センター維持管理   

 

(1) 管理  

１）防火設備定期点検の実施（年２回） 

   委託業者：ニッタン(株) 

２）自動ドア定期点検の実施（年４回） 

   委託業者：(株)トーコン 

３）エレベーター定期点検の実施（毎月） 

   委託業者：(株)日立ビルシステム 

４）休日・夜間警備 

   委託業者：(株)セコム 

 ５）屋内清掃（週 1回） ※床洗浄ワックス清掃（年 2回）、ガラス清掃（年 1回） 

  委託業者：ブイファッション仙台(株)  

 

１５．介護保険事業      

 

(1) 居宅介護支援事業 介護支援専門員(ケアマネジャー)5 名 利用件数 延 1,895件 

 平成２９年度 平成３０年度 増減 

延利用件数 １，７６０ １，８９５ １３５ 
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(2) 予防介護支援業務（予防プラン作成業務）受託事業    利用件数 131 件 

 平成２９年度 平成３０年度 増減 

利用件数 １０８ １３１ ２３ 

 

(3) 訪問介護事業  訪問介護員１０名   

１）訪問介護・・・利用者件数 延 315 件 利用件数 延 5,416 件 

 平成２９年度 平成３０年度 増減 

延利用件数 ３４３ ３１５ △２８ 

延利用回数 ５，４０１ ５，４１６ １５ 

  

２）予防訪問介護・・・利用者件数 延 111件 利用件数 延 731件 

 平成２９年度 平成３０年度 増減 

延利用件数 １３０ １１１ △１９ 

延利用回数 ７５９ ７３１ △２８ 

 

(4) 多賀城市要介護等認定調査受託事業 

介護保険法に基づく要介護認定・要支援認定の訪問調査業務を行った。 

１）調 査 員：  ５名（介護支援専門員５名/居宅介護支援事業兼務） 

２）調査件数：471件（在宅：347件、施設：124 件） 

 平成 29 年度 平成 30 年度 増減 

調査件数 ３６７ ４７１ １０４ 

 

 

１６．障害者福祉の推進     

(1) 多賀城市福祉工房のぞみ園の管理運営    

職員体制：園長１名、園長補佐(サービス管理責任者)１名、指導員９名 

 事業内容：利用者が自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、就労の機会

を提供するとともに、生産活動その他の活動の機会の提供を通じて、その知識及

び能力の向上のために必要な訓練を個別支援計画に基づき実施した。 

 利 用 者：４１名（定員４０名）  延利用 ８，８８４回 

 支援内容： 

企業内就労支援（１社 コンテナ清掃作業） 

   施設内作業支援（請負業務：６社 ダンボール加工、テープ分解作業等） 

   施設外作業支援（請負業務：３社 公園トイレ清掃、他コンテナ清掃等） 

   生活訓練（日常生活の基本動作・ルールや基本的生活習慣を身に着ける支援） 
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 ○就労継続支援サービス提供実績（のぞみ園） 

 利用登録者（定員） 延利用者 延利用回数 １日平均利用者数 

平成 2９年度 ３７（３５） ４３０ ８．２３９ ３１．９ 

平成 30 年度   ４１（４０） ４４９ ８，８８４ ３３．８ 

増 減 ４（ ５） １９ ６４５ １．９ 

  また、平日の通常開園に加えて、土曜日開園を２０回実施し、就労支援事業給付費の増

収を図った。 

 (2) グループホーム「ホーム桜木」の管理運営  

職員体制：施設長 1 名、サービス管理責任者 1 名、生活支援員 3名、世話人２名 

 事業内容：利用者が地域において共同して自立した日常生活又は社会生活を営むことがで

きるよう、当該利用者の身体及び精神の状況並びにその置かれている環境に応

じて共同生活住居において、相談・入浴・排せつ又は食事の介護その他の日常生

活上の援助を個別支援計画に基づき実施した。 

入 居 者：６名（定員 6 名） 

 ○共同生活援助サービス提供実績（ホーム桜木） 

 利用登録者（定員） 延利用日数 １日平均利用者数 

平成 29 年度 ６（６） １．７７０ ４．９ 

平成 30 年度 ６（６） １，９５５ ５．４ 

増 減 ０（０） １８５ ０．５ 

※体験ステイは、ホームの利用定員数に達しているため実施せず。 

(3) 障害者居宅介護サービス（居宅介護・重度訪問介護・同行援護）事業 

  職員体制：常勤介護員 4 名、非常勤介護員６名（訪問介護・ガイドヘルプ兼務） 

  利 用 者：5 名、 利用件数：延 55 名、 延 565回 

 利用登録者 延利用者 延利用回数 

平成 29 年度 ６ ６６ ４２８ 

平成 30 年度 ５ ５５ ５６５ 

増 減 △１ △１１ １３７ 

  

(4) 多賀城市障害者等移動支援(ガイドヘルプ)受託事業 

  利 用 者：１名 (身体障害１名)、利用件数：延１１名、延１１回利用 

 利用登録者 延利用者 延利用回数 

平成２９年度 １ １７ １７ 

平成 30 年度 １ １１ １１ 

増 減 ０ △６ △６ 
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１７．指定管理者制度による多賀城市シルバーヘルスプラザ・多賀城市屋内ゲート 

ボール場の管理運営    

 

(1) 多賀城市シルバーヘルスプラザ 

１）運営状況（開館日数２９０日） 

① 職員体制：館長１名、事務職員１名、看護師１名、嘱託医１名、送迎等２名 

 ② 新規利用登録人数 ６３人 

③ 利用登録者数 １，１０１人（男性 558人、女性 543 人） 

 平成２９年度 平成３０年度 増減 

新規登録者数 51 ６３         12 

利用登録者数 １，４５３     １，１０１ △３５２ 

                                  ※ 平成３１年３月３１日現在（年度末比較） 

④ 個人利用  延 22,970 人、団体利用 4,542 人、奉仕・事業利用延 4,193 人 

 平成２９年度 平成３０年度 増減 

個人利用者数 ２３，７４２   ２２，９７０ △７７２ 

団体利用者数 ３，８５１ ４，５４２ ６９１ 

奉仕･事業利用 ４，２９５ ４，１９３ △１０２ 

利用者合計 ３１，８８８ ３１，７０５ △１８３ 

⑤ お風呂利用 延１１，５１０人（1 日複数回入浴する利用者も少人数いる） 

⑥ スカイウェル(ヘルストロン)利用 延 ７，２０６人 

 平成２９年度 平成３０年度 増減 

お風呂利用 １２，８３９   １１，５１０ △１，３２９ 

ヘルストロン利用 ７，７００ ７，２０６ △４９４ 

⑦ 避難訓練の実施 

（第１回目） 期 日：平成３０年９月２６日  

内 容：通報訓練、消火訓練、避難及び避難誘導訓練 

    参加者：４２名 

（第２回目） 期 日：平成３０年１２月２７日 

    内 容：通報訓練、避難及び避難誘導訓練 

    参加者：１５名 

２）健康増進事業・会場提供共催事業実施状況 

① 医師・看護師による健康相談、血圧測定（延２２５名） 

 ② 健康体操教室 

  （第１回目） 期 日：平成３０年９月２０日 

         講 師：市民スポーツクラブ 山並よし子指導員 

       参加者：１５名 
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  （第２回目） 期 日：平成３１年１月１６日 

         講 師：市民スポーツクラブ 齊藤まゆみ指導員 

         参加者：３７名 

③ 健康講話 「癌検診」 参加者３４名 

   期 日：平成３１年２月１５日 

   講 師：関口内科胃腸科医院 院長 関口淳一先生 

 ④ 健康ストレッチ教室（主催：多賀城市保健福祉部） 参加者３，７１４名 

 ⑤「ラジオ体操」の実施  毎日館内放送により 

３）利用者交流事業の実施 

 ・平成３１年１月２８日 シルバーヘルスプラザ演芸大会開催 ・・・ 出演者３０名 

４）修繕  ８件 

① 集会室既存カーテンレール取付位置変更工事／株式会社祐文堂（６月） 

 ② 浴槽用循環ラインポンプ交換／有限会社加藤鉄工所（７月） 

 ③ 動力変圧器用高圧カットアウトヒューズ交換／一般財団法人東北電気保安協会（７月） 

 ④ 電灯変圧器高圧カットヒューズ内ヒューズ更新／一般財団法人東北電気保安協会（10月） 

 ⑤ マッサージチェアの部品交換（３台）／ファミリーイナダ株式会社（11 月） 

 ⑥ 自動ドア装置交換／ナブコシステム株式会社（1 月） 

 ⑦ 給湯器パッキン交換／有限会社加藤鉄工所（1 月） 

 ⑧ 業務用給湯器交換工事／株式会社ナカテック（3 月） 

 

(2) 多賀城市屋内ゲートボール場 

１）運営状況（開館日数３５７日） 

 ○ 職員体制：シルバーヘルスプラザ兼務 

 ○ 利用件数 ２７６件、 利用者数 延３，４４０人、 貸出時間 ７９９時間 

 平成２９年度 平成３０年度 増減 

利用件数 ２９９ ２７６ △２３ 

利用者数  ３，７１５   ３，４４０ △２７５ 

貸出時間 ８４９ ７９９ △５０ 

２）自主事業実施状況 

 ① 健康増進活動 

   平成３０年度多賀城市社会福祉協議会長杯ゲートボール大会開催 

期 日： 平成３０年１１月２日 

    参加者： ２４名 

    協 力： 多賀城市 GB 協会 

３）修繕 該当なし 
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【公益事業】 

 

１．多賀城市中央地域包括支援センター受託事業 

多賀城市内担当圏域、１７地区(中央地区)をエリアとした高齢者にかかる総合相談支援業

務、包括的・継続的ケアマネジメント支援、介護予防マネジメント業務並びに保健・福祉・医

療との連携を行った。 

 

(1) 職員体制：５名（社会福祉士３名・主任介護支援専門員 1 名・保健師(看護師)１名） 

(2) 活動実績 

１）相談援助・調整業務 

   ２，６６３件（相談援助：956件、関係機関との連絡調整：1,707 件） 

２）総合相談支援業務 

   ６３２件（来所：160 件、電話：329 件、訪問：14３件、その他：0 件） 

３）権利擁護業務 

   ３６件（後見人制度：12 件、虐待：19件、財産：4 件、困難事例：1 件、消費者 

被害：0 件、その他：0件） 

４）包括的・継続的ケアマネジメント支援業務  １７件    

５）介護予防マネジメント業務 

   １，９５３件（介護予防プラン作成 / 要介護認定状態区分 要支援１・２） 

･･･ 12 ヶ月累計 

６）お元気ですか訪問業務 

担当圏域１７地区内に居住する７５歳以上の一人暮らし世帯・高齢者世帯を訪問し、安

否確認並びに日常生活及び心身状態の把握を行った。 

 ・訪問件数：８４８世帯  

（住民基本台帳上の、一人暮し世帯 484 世帯・高齢者世帯 364 世帯） 

 ・安否確認状況： 

  一人暮らし世帯：３０３世帯  高齢者世帯：１９４世帯、 

（その他の対象３５１世帯は、家族との同居、死亡、転居など） 

 平成２9 年度 平成 30 年度 増減 

総 合 相 談 件 数 ８２２ ６３２ △１９０ 

権利擁護支援業務件数 ４６ ３６ △１０ 

包括的・継続支援件数 １９ １７ △２ 

予防マネジメント件数 １，８８９ １，９５３ ６４ 

お元気ですか訪問件数 ７８３ ８４８ ６５ 
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７）生活支援コーディネーター業務 

生活支援体制整備協議体を 12 回開催し、地域住民や関係機関との対話を通じて、地域

の特性や実情、ニーズ、資源等の把握を行った。 

  

８）地域ふれあいサロン「ふらっとよらいん」の開催 

みやぎ生協と協働して、地域での孤立・閉じこもりの防止や生きがいづくりを目的に 

ふれあい・楽しい仲間づくりの場として、地域の住民が集うサロンカフェを運営した。 

場 所：みやぎ生協多賀城店（毎月第 4 金曜日）・・・・・１０回実施 

９）介護予防教室の開催 

 内  容：平成 30 年度中央地域介護予防教室 ～みんなが気になるちょこっと尿モレ～ 

 開催状況： 

 

回 数 日 付 場 所 参加者数 

第 1 回 8/8(水) 八幡公民館 ４名 

第 2 回 9/11(火) 伝上山集会所 ４名 

第 3 回 10/18(木) ロジュマン・コミュニティセンター ７名 

第 4 回 11/13(火) 留ヶ谷集会所 ２９名 

第 5 回 1/22(火) 紅葉山集会所 ２１名 

第 6 回 2/14(木) 高崎集会所 １６名 

 

 

２．多賀城市社協復興支えあいセンターの運営      

(1) 復興支えあいセンター（在宅生活者、災害公営住宅入居者への生活支援） 

 

１）職員体制：11名配置 

  センター長 1名、補佐 1 名、コーディネーター2 名、生活支援相談員 7 名 

２）活動拠点 

被災者と身近な距離で事業を展開することにより相互関係を深めるとともに、ニーズの

変化に即した対応や生活支援・地域コミュニティ復興支援活動を行うために、2 箇所の災

害公営住宅高齢者生活相談所内に拠点を設置した。 

参加者 協議体開催日 

民生委員、介護サービス事業所 

老人クラブ、多賀モリ会、多賀城

市社協、包括、行政担当課職員等

で構成 

4/23(月 )、5/22(火 )、6/22(金 )、7/27(金 ) 

8/28(火)、9/27(木)、10/30(火)、11/27(火) 

12/25(火)、1/22(火)、2/26(火)、3/26(火) 
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鶴ケ谷災害公営住宅（高齢者生活相談所と併設）  統括拠点事務所 

桜ケ木災害公営住宅（高齢者生活相談所と併設）   

 

３）活動内容（多賀城市の復興支えあい委託業務活動含む） 

① ボランティア受入れ・派遣：102人 

活動内容：地域サロンのイベント支援や運営支援活動 等 

② 見守り体制の構築 

災害公営住宅において「孤立死予防」のため、ひとり暮らし世帯への週に１度、訪問・ 

電話・ライフラインメーターチェックのいずれかによる見守り訪問活動を実施した。 

・見守り訪問活動 17,357 件 

（訪問 4,473 件、電話 2,859 件、メーターチェック 4,376 件、不在 5,649 件） 

③ 地域支援活動（生活相談・訪問・地域行事など） 

・相談受付件数  70件（地域：1 件、公営住宅：69 件） 

・訪問活動 287 件（地域：2 件、公営住宅：285 件） 

内不在･不明 23 件（地域：0 件、公営住宅：23 件） 

・イベントや行事活動支援、調査活動 80件（地域：69 件、公営住宅：11 件） 

④ 地域サロン（絆づくりイベント）の開催 

津波による被害が甚大であった地域や災害公営住宅周辺地域を中心に、10 地域におい

て、行政区長・民生委員等の協力のもと、地元の公民館や災害公営住宅集会所を会場に

「地域サロン」を開催した。また、自主開催の 1地域において、間接的な支援を行った。 

11 地区合計：延 66 回開催、延 1,307名参加した。 

 

（会場別開催状況） 

○八幡沖公民館   09 回、  延 244 名参加（登録者  47 名） 

○大代老人憩いの家 03 回、  延 056 名参加（登録者  28 名） 

○桜木住宅集会所  10 回、  延 208 名参加（登録者  54 名） 

○大代東集会所   03 回、  延 028 名参加（登録者  15 名） 

○新田住宅集会所  10 回、  延 212 名参加（登録者  41 名） 

○鶴ケ谷住宅集会所 10 回、  延 146 名参加（登録者  38 名） 

○宮内住宅集会所  10 回、  延 185 名参加（登録者  46 名） 

○黒石崎集会所   03 回、  延 085 名参加（登録者  38 名） 

○八幡下二集会所  03 回、  延 048 名参加（登録者  23 名） 

○桜木東集会所   04 回、  延 077 名参加（登録者  26 名） 

○西能ケ田集会所  01 回、  延 018 名参加（登録者  18 名） 
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⑤ 災害公営住宅高齢者生活相談所の支援 

災害公営住宅高齢者生活相談所スタッフと連携のもと、災害公営住宅居住者の安心・

安全な生活維持を図るため相談所運営の側面支援を行った。 

 

⑥ 心の復興事業「絆づくりコンサート」開催の支援 

東北市民バンド協議会が主催する「絆づくりコンサート」について、災害公営住宅自治

会、各地区の区長等と開催に向けて連絡調整をおこなう等の支援を行った。 

5 会場合計：延 15 回開催、延 1,005 名参加した 

（会場別開催状況） 

○桜 木住宅集会所    04 回、  延 314 名参加 

○新 田住宅集会所    05 回、  延 519 名参加 

○鶴ケ谷住宅集会所    03 回、  延 072 名参加 

○宮 内住宅集会所    02 回、  延 045 名参加 

○八幡沖公民館      01 回、  延 055 名参加 

 

(2) 高齢者生活相談所（災害公営住宅における高齢者見守り業務） 

 

１）職員体制：生活相談員２名配置（復興支えあいセンターとの連携を図る。） 

２）設置場所：２箇所（桜木災害公営住宅、鶴ケ谷災害公営住宅） 

３）相談所開設日数及び時間 

【常駐による窓口の開設】 

桜ケ木住宅 244 日  

鶴ケ谷住宅 244 日  

※月-金曜日の午前９時から午後５時（年末年始、祝祭日は除く） 

【巡回による窓口の開設】 

新田住宅  043 日  

※毎週月曜日の午後 2時から午後４時（年末年始、祝祭日は除く） 

宮内住宅  051 日  

※毎週火曜日の午後 2時から午後４時（年末年始、祝祭日は除く） 

４）活動内容（多賀城市の復興支えあい委託業務活動含む） 

① 高齢者世帯を対象とした巡回訪問活動 

災害公営住宅において高齢者世帯を対象とした見守り訪問活動を実施した。 

・見守り訪問活動：8,353 件 

（ひとり暮らし世帯（65 歳以上）：7,655 件、高齢者のみ世帯：667件、  

高齢者のいる世帯：31件） 
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② 内容別相談：１４１件 

  ・安否確認に関するもの：24 件（電話 5件 来所 2 件 訪問 17件） 

  ・介護保険や在宅介護に関するもの：8 件（電話 3 件 来所 1件 訪問 4 件） 

  ・認知症に関するもの：0 件 

  ・高齢者虐待に関するもの：0件 

  ・経済的及び生活支援に関するもの：6 件（来所 4 件 訪問 2件） 

・健康、保健、医療に関するもの：57 件（電話 9 件 来所 12件 訪問 36 件） 

  ・苦情：1 件（来所 1 件） 

  ・要望：4 件（来所 3 件 訪問 1 件） 

  ・その他（自治会関連等）：41 件（電話３件 来所 22件 訪問 16 件） 

③ 関係機関との連絡調整：28 件 

   行 政 機 関：20 件（電話 16 件、来所等 4 件） 

   社 協：01 件（電話 1件） 

   医療機関・施設：00 件 

   包括支援センター：01 件（来所等 1 件） 

   居 宅 事 業 所：01 件（来所等 1 件） 

   消 防 ・ 警 察 等：00 件 

   民 生 委 員：01 件（来所等 1 件） 

   自 治 会 等：02 件（来所等 2 件） 

   そ の 他 ( 地 域 )：01 件（電話 1件） 

   その他(供給公社等)：01 件（来所等 1 件） 

④ 時間外及び休日等における施設管理 

  機械警備による管理の実施を行った 

 

 

※なお、多賀城市から受託していた当該事業は、平成３０年度をもって事業廃止となった。 
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別表「平成 30 年度 ふれあいまちづくり事業 助成団体一覧」 

№ 助成団体名 対象区名 

１ 新田多賀モリ会 新田一区 

２ ひだまりカフェ ※ 

３ 高橋東二区町内会お茶っこのみの会 高橋東二 

４ 高橋北区町内会 高橋北 

５ 笑学交１年３組（ランチの会） 高橋東一 

６ 山王となりぐみ実践実行委員会 山王 

７ 南宮自治会 南宮 

８ 浮島隣組 浮島 

９ 多賀城市城南自治会 城南 

１０ 高崎ふれあい教室 高崎 

１１ 高崎こども食堂らっこ広場 ※ 

１２ 東田中区 東田中 

１３ 東田中南自治会 東田中南 

１４ 志引ふれあいの会 志引 

１５ 旭ヶ岡町内会 旭ヶ岡 

１６ 留ケ谷粋生クラブ 留ケ谷 

１７ 伝上山親和会 伝上山 

１８ いきいき健康マージャンクラブ多賀城 ※ 

１９ りびんぐ・タンポポ 丸山 

２０ 黒石崎「まなの会」 黒石崎 

２１ いきいき健康グラウンドゴルフクラブ 下馬南 

２２ なごみの会 下馬 

２３ 笠神西健康グランドゴルフクラブ 笠神西 

２４ 笠の会 笠神 

２５ 大代福幸 2 大代西 

２６ 大代中区町内会 大代中 

２７ 桜木東区町内会 桜木東 

２８ 桜木中区お茶会 桜木中 

２９ 宮内和みの会 桜木南 

３０ 桜木あやめ会 桜木北 

３１ さくらんぼ・グランドゴルフクラブ ※ 

３２ 多賀城市八幡下一区 八幡下一 

３３ 八幡下二地区 八幡下二 

３４ 
末日聖徒イエス・キリスト教会 

多賀城ワード子供食堂 
※ 

※印の団体は、町内会の範囲をまたいだ活動をしている団体。 


